
Windom2024 医学部受験のことなら全てお任せください 

Windomの解答速報 埼玉医科(前) 生物 
 

 

１ 神経の実験 

問１．１…①   ２…③ 

問２．３…③・⑤ 

問３．４…③ 

問４．５…① 

問５．６…⑦ 

問６．７…⑨ 

 

 

２ ＤＮＡの複製と突然変異 

問１．８…① 

問２．９…⑤ 

問３．10…⑧   11…⑦   12…⓪   13…⑧ 

問４．14…③ 

問５．15…④   16…⑧ 

 

 

３ 種子の休眠と発芽，花芽形成のしくみ 

問１．17…⑧ 

問２．18…⑦ 

問３．19…④ 

問４．20…⑥   21…③   22…④ 

問５．23…④ 

問６．24…⑥・⑦   25…④ 

 

 

４ 小問集合(モータータンパク質，呼吸と発酵，胚葉分化，脳幹，地質時代) 

問１．26…①・② 

問２．27…⑤   28…⑧ 

問３．29…④・⑤ 

問４．30…②・③・⑤ 

問５．31…①・⑤ 

  



【講評】 

出題形式は昨年と同じであるが，大問数は４問(昨年は３問)に増加した。設問の数も大幅に増加し，マ

ーク数は 31(昨年は 21)であった。昨年は問題数が非常に少なかったので，標準的な量に戻ったと見た方が

よい。知識問題：考察問題＝６：４(昨年は７：３)で，昨年より考察問題の割合が少し多くなった。しか

し，実験の多くは典型的なもので，知識的に解くことのできる考察問題も数多くあった。時間的にはさほ

ど余裕があるわけではないので，知識問題そして計算問題をスムーズに解答し，考察問題にじっくりと時

間をかけたい。問題のレベルは，基本：標準：発展＝４：４：２(昨年は６：２：２)で，昨年よりも基本

問題が少なく標準的な問題が多く出題された。昨年に引き続き計算問題や正誤問題が出題された。 

 

 

１ 神経の実験からの出題である。問１～問６までのすべてが考察問題である。その多くは典型的な実験

であり，見たことのある実験は，問題文をほとんど読まなくても解答することができる。目新しい問題

としては，問３の不応期に関する実験や，問６の髄鞘が破壊される病気に関するものであるが，難解な

ものではない。 

 

２ ＤＮＡの複製からの出題である。問１と問２は複製に関する基本的な知識問題である。問３～問５は

本格的な実験考察問題である。実験の細かな設定，細かな塩基配列，設問内容をひとつひとつしっかり

と確認しながら粘り強く解き進める必要がある。戦略としては，最後に回して残り時間で解くのがベス

トであった。 

 

３ 植物の環境応答からの出題である。問１～問２は種子の休眠と発芽に関する基本的な知識問題であ

る。問３は光発芽種子の実験に関する基本的な考察問題であるが，知識的に解くことも可能である。問

４～問５は花芽形成と春化に関する基本的な知識問題である。問６は光周性の実験に関する標準的な考

察問題である。問題文と図１と表２より，植物Ｘが限界暗期 11時間の短日植物，植物Ｙが限界暗期 13

時間の長日植物であることがわかる。 

 

４ 小問集合の出題である。問１はモータータンパク質に関する基本的な知識問題である。問２は呼吸と

発酵に関する標準的な計算問題である。エタノールの質量を求めた後，体積に換算するところで間違い

やすい。問３は胚葉分化に関する基本的な知識問題である。問４は脳幹に関する基本的な知識問題であ

る。問５は地質時代に関する標準的な知識問題である。 
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